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社団法人 奥三河ビジョンフォーラム 第 15 期活動報告 

（第 15 期：2011 年 10 月 1 日～2012 年 9 月 30 日） 

 

 

2012 年早春、鳳来峡インターの供用が開始されました。新東名・三遠南信自

動車道路によって首都圏からのアクセスは飛躍的に向上し、奥三河を訪れる人

の流れに大きな変化を生み出しています。また、これに続き、4月には愛知県庁

東三河総局が新設され、東三河を圏域とした地域戦略や、三遠南信連携の位置

づけの重要性が再確認されることとなりました。1985 年、任意団体としての発

足以来、内外に働きかけてきたプロジェクトが、実現されつつあることを実感

する 1年となりました。 

 

こうして積年の活動が結実し、大きな枠組みにおけるハード面でのインフラ

整備が進む一方で、私たちはこの第 15 期、それらを生かすための取り組みに力

を注いできました。受託事業や外部会議等への協力等、様々な取組への参画の

機会を与えられ、活動を通して奥三河が共有すべき課題や方向性を提示。奥三

河を拠点とする地域振興団体としての使命を果たすことができました。 

人口減、少子高齢化が深化する中、地域の継続性に対する見方は決して楽観

的ではありません。しかし、あるものを活かす地域づくりや人材の育成、何を

視座とし何を選択していくのかを問う、地域のフォーラムとしての機能を保持

することにより、奥三河は明日のための一手を考え続けることが可能です。 

 

社団法人奥三河ビジョンフォーラムとしての最後の 1 年（ 2012/10/1 公益

法人制度改革により一般社団法人奥三河ビジョンフォーラムに名称変更 ）は、

『ココから奥三河（平成 24 年新春懇談会テーマ）』に相応しく、新しい時代の

幕を開ける 1 年となりました。私たちはこれからも、地域の情報・人脈・連携

を蓄積しながら、それらを地域に還元するべく、活動を続けてまいります。 
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■ 第 15 期事業報告（平成 23 年 10 月 1 日～平成 24 年 9 月 30 日） 

 

Ⅰ．運営の部 

 

１． 総会 

平成 23 年 11 月 28 日 第 14 期収支決算・活動報告・役員改選 

平成 24 年  7 月 28 日 臨時総会 

公益法人制度改革に伴う、一般社団法人について 

 

２． 常任理事会 

平成 23 年 11 月 28 日 第 14 期収支決算・活動報告・役員改選 

平成 24 年  7 月 28 日 公益法人制度改革に伴う一般社団法人化について 

平成 24 年  9 月 25 日 一般社団法人奥三河ビジョンフォーラム 

第 1期収支予算・活動計画 

 

３． 理事会 

平成 23 年 11 月 28 日 第 14 期収支決算・活動報告・役員改選 

平成 24 年  7 月 28 日 公益法人制度改革に伴う一般社団法人化について 

平成 24 年  9 月 25 日 一般社団法人奥三河ビジョンフォーラム 

第 1期収支予算・活動計画 

 

４． 監査会 

平成 23 年 11 月 27 日 第 14 期収支決算監査 

 

５． 幹事会 

平成 23 年 10 月 3 日  東三河アドバイザリーボードでの提案について 

 観光交流サミット後の取り組みについて 

 決算総会の開催について 

 役員改選について 

 11 月 10 日  第 14 期収支決算・事業報告について 

 12 月 26 日  新春懇談会の企画について 

（パネルディスカッション・特産品試食会） 

平成 24 年  1 月 12 日  新春懇談会の企画について 

 一般社団法人奥三河ビジョンフォーラム定款に

ついて 

  2 月 6 日  4 月例会について 

～蒼の大地試演会と奥三河プロモーション 

  3 月 23 日  4 月例会について 

  5 月 22 日  7 月開催 一般社団化意思確認のための臨時総

会ついて 

 講演会（臨時総会時）について 
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  6 月 25 日  豊川ビジョンリサーチとの合同例会について 

 一般社団化に向けて 

一般社団法人移行承認・定款変更・会費規定案・

第 1 期事業計画案及び収支予算案 

 全国過疎問題シンポと三遠南信中山間地シンポ

について 

 市庁舎建設ワークショップ（新城 JC）への協力

について 

 ファシリテーター養成講座協力について 

 NPO 法人てほへ 交流拠点事業について 

  8 月 20 日  9/25 豊川 VR との合同例会について 

 嘱託職員規定について 

 10/11 全国過疎シンポ出席について 

 11 月設立総会について 

 三遠南信中山間地シンポについて 

 奥三河観光振興の今後について 

 新城市 道の駅市民ワーキングについて 

  9 月 4 日 豊川 VR との合同幹事会議 

 9/25 豊川 VR との合同例会について 

 10/4 豊川 VR 総会および豊川駅前活性化事業

『どっいい!とよかわ』について 

  9 月 12 日  9/25 豊川 VR との合同例会について 

 一般社団法人奥三河ビジョンフォーラム第 1 期

事業計画案について 

 11 月 設立総会について 

 三遠南信中山間地シンポジウムプロジェクト部

会設置について 

 

６．会員数及び口数状況 

平成 24年 9 月 30 日 現在 

     

 一般会員 法人会員 67 名 

  個人会員 8 名 

 特別会員 特別会員 9 名 

  計 84 名 

     

  推薦会員 19 名 

  相談役 4 名 

  顧問 9 名 

  参与 11 名 

   43 名 
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Ⅱ．事業の部 

 

１．研修会 

年 月 日 内       容 

H23.11.28  決算総会（第 14期） 

『東三河と東三河県庁』 

講師 愛知県副知事 永田 清 氏 

H24. 4.21  第 29 回例会 

『志多らと奥三河の物語』 講師 金子 鴻一 氏 

『蒼の大地・今ひとつになりて行かん』 講師 大脇  聡  氏 

志多ら『蒼の大地』試演会 

H24. 7.26  臨時総会 

『東三河地域のさらなる一体化のために 

～ 奥三河地域に期待すること』 

講師 田原市長 鈴木 克幸 氏 

対 談 

田原市長 鈴木 克幸 氏 

新城市長 穂積 亮次 氏 

H24. 9.25  第 30 回例会 

豊川ビジョンリサーチ 奥三河ビジョンフォーラム 合同例会 

「『B－1 グランプリ豊川大会』奥三河でももりあげ隊」 

講師 「いなり寿司で豊川市をもりあげ隊」 隊長 笠原盛泰 氏 

 

２．新春懇談会 

年 月 日 内       容 

H23. 1.27 平成 24 年 奥三河 4市町村長を囲む新春懇談会 

●市町村長懇談会 

テーマ：「ココから奥三河」 

●奥三河特産品試食会 
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３．各委員会活動 

■農林研究委員会 

① 東三河流域森林・林業活性化センター関連業務 

 事務局業務 

② 第六回 豊川森の健康診断 （助成：（財）豊川水源基金） 

③ アグリツーリズム マーケティング・商品造成についての研究 

④ 穂の国森づくりの会 理事会・総会出席 

 

■広域研究委員会 

① 新東名・三遠南信自動車道路・パーキングエリア・インターチェンジ周辺地域にお

ける奥三河資源利活用に関する提言・事業協力 

 新城 PA 検討委員会 委員長（理事長） 

 新東名・三遠南信自動車道建設促進奥三河期成同盟会総会 

② 三遠南信地域・東三河圏域における提言・交流 

 東三河アドバイザリーボード（委員として参画） 

 東三河懇話会 東三河 5市町・1郡町村会長を囲む新春懇談会 

 三遠南信サミット 出席 

 愛知県交流居住センター 総会出席 

 豊川ビジョンリサーチ 総会出席 

 

■観光文化研究委員会 

① 奥三河観光振興体制についての調査研究 

② 愛知県観光まちづくりゼミ（愛知県観光コンベンション課） 

 着型モニタリングツアーの実施（シャワークライミング体験） 

 県内観光関係者との情報交換・連携 

③ 奥三河周遊性誘導活性化事業（受託事業：愛知県新城設楽山村振興事務所） 

 湯谷温泉駅におけるコンシェルジュ業務 『café de 牧水』運営 

 湯谷温泉を起点としたアクティビティ『創作ウォーク ロード・トゥ・ボ

クスイ』 

 奥三河における二次交通 短時間から利用可能な低価格レンタカー実験 

 着型観光モニタリングツアー『知るを旅するシリーズ』実施 

i. 『花を舞う ～祈りの里を訪ねて』 

東栄町･中設楽の花祭り 

ii. 『和太鼓修行と流星の夜空 ～志多らの心を感じる』 

和太鼓ワークショップとスターフォレスト御薗での流星群観察 

 奥三河山城街道『国境城塞』 

～7つの山城を巡るスタンプラリー/セミナーの開催/現地見学会～ 

 奥三河 山里百景スタンプラリー 

 奥三河 山里百景フォトコンテスト 

④ 奥三河観光情報動画作成・発信事業（NPO 法人 てほへ） 

⑤ 地域資源としての山城群の活用（プロモーション・整備協力） 

⑥ 着型ツアー 『知るを旅するシリーズ』継続 



7 

 

■商工研究委員会 

① 新城市 道の駅市民ワーキングへの参加 

 

■地域資源研究委員会 

① 2013 年 豊川市における B-1 グルメグランプリ連携事業についての研究 

② SENA インターンシップ事業による 地域人材の育成 

 子育てサポートビジネス人材育成事業 

 奥三河伝統産業 養蚕製糸技術継承 

 

 

■プロジェクト委員会 

① 新城青年会議所主催 新城市市庁舎デザインワークショップ支援 

② NPO 等事務局サポート 

③ 公益法人制度改革にともなう 一般社団法人への移行業務 

 

４． 助成・受託事業 

 公益事業 

① 平成 23 年度財団法人 豊川水源基金森林づくり事業助成 

 助 成 元 ： 財団法人豊川水源基金 

 業 務 内 容 ： 第六回豊川森の健康診断・豊川森のデザイン講座 

 助 成 金 額 ： 1,000,000 円 

 事 業 期 間 ： 平成 23年 7 月～平成 23年 3 月 

 

② 東三河流域森林・林業活性化センター事務局業務及び事業企画・運営業務 

 委 託 元 ： 東三河流域森林・林業活性化センター 

 業 務 内 容 ： 活性化センター事務局業務受託 

 受 託 金 額 ： 230,834 円 （受託料・その他実費） 

 事 業 期 間 ： 平成 23年 4 月～平成 24年 3 月 

 

③ SENA インターンシップ事業（第 5期） 

 委 託 元 ： SENA（三遠南信地域連携ビジョン推進会議） 

 業 務 内 容 ：  子育てサポートビジネス人材育成事業（1名） 

 奥三河伝統産業 養蚕製糸技術継承（2名） 

 事業収入額 ： 405,000 円 

 事 業 期 間 ： 平成 23年 8 月～10 月 

 

④ 奥三河周遊性誘導活性化事業（緊急雇用） 

 委 託 元 ： 愛知県新城設楽山村振興事務所 

 業 務 内 容 ： 湯谷温泉を起点とした奥三河の観光活性化 

奥三河観光の周遊性向上 

 受 託 金 額 ： 12,705,000 円 

 参 加 費 等 ： 404,300 円 

 事 業 期 間 ： 平成 23年 7 月～平成 24年 3 月 
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⑤ NPO 等事務局サポート 

 委 託 元 ： NPO 法人森林真剣隊・子いづみや 

 業 務 内 容 ： 事務局業務補助 

 受 託 金 額 ： 421,000 円 

 事 業 期 間 ： 平成 23年 10 月～平成 24 年 9 月 

 

⑥ 奥三河観光情報動画作成・発信事業 

 助 成 元 ： 志多ら 

 業 務 内 容 ： 奥三河域内の催事・観光情報等データ作成・インタ

ーネット等を用いた情報発信 

 受 託 金 額 ： 720,000 円 

 事 業 期 間 ： 平成 23年 10 月～平成 24 年 3 月 

 


